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【基本理念】 

日本製薬工業協会（製薬協）は、「製薬協企業行動憲章」において、「環境問題へ

の取組みは人類共通の課題であり、企業の活動と存続に必須の要件として、主体

的に行動する」ことを宣言している。 

私たちは、医薬品の研究・開発・生産・販売から、その使用・廃棄に至るまで、

大気、水域、土壌、生態系を含む地球環境の保全に配慮する。地球環境の重要な

基盤である生物多様性が生み出す自然の恵みに感謝し、自然環境と事業活動との

調和を志す。また、生物多様性の重要性を認識し、社会とのコミュニケーション

を図り、 生物多様性に関する社会的責任を果たすことを通して、持続可能な社会

の発展に貢献する。 

 

「基本理念」を受けて的確な行動を取るための手引きとして、以下に「行動指針」を示す。

この行動指針は、生物多様性保全のために必要な行動のすべてを示すものではなく、各企

業が自然環境と事業活動の調和を考慮し、最善の方策を見出して取組む際の参考とするこ

とを目的とする。 

 

【行動指針】 

１．地球温暖化防止の取組みの推進                     

省エネルギー技術の導入や利用推進等により、温室効果ガス排出量の低減を図り、

生物多様性に大きな影響をもたらす気候変動問題への取組みを推進する。 

２．資源の持続可能な利用                           

資源の有効利用を図り、循環型社会形成に向けた３Ｒ（リデュース、リユース、リ

サイクル）等を継続的に推進する。また、医薬品の開発や製造における生物資源（遺

伝資源を含む）の利用においては、生物多様性の保全を考慮し、国際ルールに則っ

た行動を行なう。 

３．化学物質による環境リスクの低減                              

事業活動や製品の使用・廃棄等が生物多様性に与える影響に配慮し、化学物質の排

出等に伴う、大気・水質・土壌・生態系などへの環境負荷の低減に努める。 

４．生物多様性保全への基盤作り 

生物多様性の保全に資する従業員教育の実施や、社会貢献活動を通じて地域社会等

とのコミュニケーションを積極的に図り、それら社内外関係者との連携・協力を通

して、社会全体の生物多様性に関する保全意識の向上に努める。 


